
(1) 担当支部： 広島支部 11549
分水嶺区分 2004年 10月 23日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
吉村　千春 １１５４９

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
分水嶺点　W574 小峰峠 131 51 34 18 20.2 711 8:25

（車で右ヶ谷キャンプ場に移動）
歩行開始点 右ヶ谷キャンプ場 131 48 34 20 22.0 550 8:40 8:40 A-1
分水嶺到達点 地形図983m峰 131 46 34 20 38.3 980 A-1
W575 莇ヶ岳(あざみヶだけ) 131 46 34 19 56.9 1,008 10:40 11:00 A-1

地形図913m峰 131 47 34 19 36.5 915 15:45 15:50 B-3
　 　 17:30

分水嶺離別点W574小峰峠 131 51 34 18 20.2 711 17:30 B-3
歩行終了点 小峰峠

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W575 莇ヶ岳(あざみヶだけ ２ 南東45度

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

柿木村の大井地区は段々状の見事な棚田が有名。又、同村大字下須地区には500年近く続く奇祭｢萬歳楽」の伝統行事がある。
とあわせて「吉賀」と呼んでいたが、明治期の市町村制の施行により村名を柿木村とし現在に至る。

１名

W575荕ヶ岳の北東、島根県側の右ヶ谷川沿いに位置する右ヶ谷キャンプ場は、1978年に地元の柿木村が地域ぐるみで

　

作ったキャンプ場で、炊事棟、トイレログキャビンを備えている。　問い合わせ先 電話：08567-9-2213(役場産業課)

荕ヶ岳から小峰峠までの稜線は背丈を越える笹で厳しい歩行となった。参考までに柿木村の木は柿、村の花はドウダンツツジ。

島根県側は広葉樹林帯でブナの大木がまばらに残り、山口県側は杉の植林が散在する。W575荕ヶ岳北面に広がる
島根県側のブナ原生林は貴重。

8時間40分総歩行時間（休憩時間を除く）

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書4

莇ヶ岳
莇ヶ岳

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

延々と続いた1000m級の中国山地の山は、山口、島根県内のこの辺りが西限らしい。又、ブナ林やﾂｷﾉﾜｸﾞﾏの南限とも言われている。
又、北西の屋敷川は錦川水系の源流で瀬戸内海に流れ込む。
W575荕ヶ岳、北東の右ヶ谷川の清流は素晴らしい。高津川水系の源流で日本海に流れ,渓流にはヤマメ、ゴギ等が生息している。

分水嶺稜線の北側に位置する島根県柿木村は、高津川の上流・吉賀川と支流・福川川沿いにある。古くは六日市町
荕ヶ岳の周辺には山岳宗教の地として知られる仏峠、古江堂、法師山など仏教に関わる名前が多く残されている。

兄見山(あにみやま)と呼んでいる。荕ヶ岳の北に位置するW576地形図1085.3m峰、別名、弟見山(おとうとみやま)とは兄弟

写真説明：

W575荕ヶ岳(あざみヶだけ)標高1004mは、岸壁があざみのトゲ状に立つところから名付けられた。地元では別名、
地形図983m峰からW575荕ヶ岳を経てW574小峰峠に至る稜線は、島根県と山口県との県境であると共に分水嶺である。
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会員番号：吉村　千春
(3)山行日：983m峰～W575莇ヶ岳～W574小峰峠
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の関係にある。

毎年12月にあるこの祭りは、お椀に高さ八寸に盛り付けたご飯を食べたり、榊を手に独特の舞いを演じる。

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

広島～吉和IC～鹿野IC～小峰峠　　小峰峠から右谷キャンプ場に自転車で移動～小峰峠～鹿野IC～吉和IC～広島
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